
事業所名

法人（事業所）理念

支援方針

営業時間

健康•生活

運動 ・ 感覚

本
人

認知・行動支
援

号にコ
吾ロロ

コミュニケーション

人間関係
社会性

家族支援

地域支援・地域連携

主な行事等

放課後等デイサー ビスぱれっと壱番館 支援プログラム（参考様式） 作成日

ひとりひとりのペ ースで楽しみながら「できること」を増やしていくサポー トをします。

2025年 3 月

（別添資料1)

1日

生活の中で自立に必要なルールやマナーを集団生活の中で学んでいきます。 知識を身に付け、 集中力を高めて、 日常生活をより楽しくできような学習を日々行っています。

平日12時 ゜ 分から 19 時 ゜ 分まで 送迎実施の有無 0ジ なし休日9 18 

支 援 内 容

・調理活動やお菓子作りを通じて食育を行います。
・日常生活動作の自立を目指した支援を行います。

・運動指導員による感覚統合トレーニングを実施しています。
・体を動かすことへの興味や楽しさを引き出す支援を行います。
・リトミックを通じて、 感覚や触覚、 聴覚を使って、 音楽に対する興味を育て集中カ・協調性を養います。

・タイマーやタイムスケジュ ールで、 行動の切り替えを視覚・聴党で理解できるように支援を行います。
・ 数量や、 形の大きさ・重さ、 色の違いの習得ができるように、 支援を行います。

・指導員からの声掛けに対し、 自分の考えを伝えたりするなど、 言語を受容し表出する支援を行います。
・指差し、 身振り、 サイン等を用いて、 環境の理解と意思の伝達ができるよう支援を行います。

・ 集団生活の中で、 ル ールやマナー、 協調性を養います。
・遊びやグループ活動を通じて人の動きを模倣することにより、 社会性や対人関係の芽生えを支援します。

•利用時の様子や、 その中で気Lなる←とがあれば保護者に共有します。 ・ 中品生向けの支援を行っている系列事業所への案内をします。
・ 学校•他事業所との連携を行います。 移行支援

・図書館や体育館といった地域の施設公共施設を利用し、 地域資源を活用して •月1し1回研修会を行い、 職員の理解や知識を深め支援等に役立てています。
います。 職員の質の向上 ．虐待研修や、 利用児童の情報共有を行い職員の質の向上に務めています。
・地域の体育館の清掃活動を行っています。

・ 季節に合わせた行事を行っています。
• 4月（おでかけ） 5月（ウォ ーキング）7月（水遊び）8月（夏祭り•そうめん流し・すいか割り）1 0 月（芋ほり ・ ハロウィンパーティー）11月（避難訓練 ・ みかん狩り）12月（クリスマス
会、 餅つき）1月（いちご狩り）2月（節分）3月（避難訓練）


